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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第89期

第３四半期
累計期間

第90期
第３四半期
累計期間

第89期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (千円) 3,384,162 3,744,341 4,578,208

経常利益又は経常損失(△) (千円) 310,559 △29,155 455,244

四半期(当期)純利益 (千円) 225,122 38,641 309,407

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,440,000 1,440,000 1,440,000

発行済株式総数 (株) 1,718,000 1,718,000 1,718,000

純資産額 (千円) 6,489,099 6,544,423 6,574,274

総資産額 (千円) 9,304,025 10,494,328 9,683,780

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 136.04 23.35 186.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 40.00

自己資本比率 (％) 69.7 62.4 67.9
 

　

回次
第89期

第３四半期
会計期間

第90期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 55.78 2.55
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は、記載しておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、対象となる関連会社がないため記載を省略しております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、原燃料価格の高騰や半導体市場の悪化と中国経済の回復の遅れに

伴う海外需要の低迷等が逆風となって大企業製造業の景況感が弱含む一方、非製造業では経済活動再開の流れが継

続したこと等から景況感は上向き、全体として足元の景況感は改善しております。

日銀短観(2022年12月調査)によれば、2022年度の設備投資計画(全規模・全産業)は、前年度比15.1％増と９月調

査(同16.4％増)から下方修正されたものの、前年から大幅に持ち直すとの計画は維持されております。また、経常

利益計画(全規模・全産業)については、前年度比7.5％増と９月調査(同1.1％増)から上方修正されており、これは

もともと保守的に見積られていた想定を、実績が判明するにつれて上方修正された結果だと考えられます。

一方で、世界経済の減速に対する懸念や新型コロナウイルス感染再拡大、物価上昇に伴う国内消費の減退など下

振れリスクは多く、総じて先行きの景況感は悪化しております。

このような状況下、当第３四半期累計期間における当社業績は、大型トラック・バス等の大型燃料電池車(HDV)

用充填設備向け水素圧縮機及びPETボトル成形用圧縮機の販売等により、売上高は前年同期比10.6％増の3,744百万

円となりました。しかしながら、原材料高騰等により各案件の採算が悪化傾向にあり、売上総利益は前年同期比

27.0％減の774百万円となりました。売上総利益の減少に加え、販売費及び一般管理費が前年同期比7.4％増の818

百万円となったことにより、営業損失43百万円(前年同期は営業利益299百万円)、経常損失29百万円(前年同期は経

常利益310百万円)となりました。一方、本社総合組立工場の竣工に際し、旧工場解体費用19百万円を特別損失とし

て計上しましたが、補助金の交付により特別利益を102百万円計上したこと等から、四半期純利益は前年同期比

82.8％減の38百万円となりました。なお、当該特別損益の計上は業績予想に織り込まれております。

 
(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間の総資産は、10,494百万円で前事業年度に比べ810百万円増加しました。この主な要因

は、現金及び預金の減少320百万円及び受取手形の減少261百万円があったものの、電子記録債権の増加429百万

円、仕掛品の増加433百万円及び本社総合組立工場が竣工したこと等による有形固定資産の増加482百万円があった

ことによります。

当第３四半期会計期間の負債は、3,949百万円で前事業年度に比べ840百万円増加しました。この主な要因は、本

社総合組立工場の竣工に伴い建設資金の借入を実行したことにより、長期借入金の増加1,453百万円及びそのつな

ぎ資金返済による短期借入金の減少1,000百万円があったことや、受注損失引当金の増加161百万円や契約負債の増

加99百万円があったことによります。

当第３四半期会計期間の純資産は、6,544百万円で前事業年度に比べ29百万円減少しました。この主な要因は、

剰余金の配当66百万円及び四半期純利益の計上38百万円により、利益剰余金が27百万円減少したことによります。

以上の結果、自己資本比率は62.4％となりました。
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(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は97百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,600,000

計 3,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2023年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,718,000 1,718,000
東京証券取引所
スタンダード市場

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は100
株であります。

計 1,718,000 1,718,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2022年10月１日～
2022年12月31日

― 1,718,000 ― 1,440 ― 1,203
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直前

の基準日(2022年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 63,100
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,454 ―
1,645,400

単元未満株式 普通株式 9,500
 

― ―

発行済株式総数 1,718,000 ― ―

総株主の議決権 ― 16,454 ―
 

   (注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社加地テック

大阪府堺市美原区菩提６
番地

63,100 ― 63,100 3.68

計 ― 63,100 ― 63,100 3.68
 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2022年10月１日から2022年12月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2022年４月１日から2022年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、清稜監

査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 771,230 450,986

  受取手形 336,478 ※  75,295

  電子記録債権 382,743 ※  811,915

  売掛金及び契約資産 1,005,168 1,206,452

  製品 8,890 5,680

  仕掛品 1,970,647 2,404,075

  原材料及び貯蔵品 316,596 340,840

  預け金 1,100,000 1,100,000

  その他 288,632 94,782

  貸倒引当金 △13,900 △16,800

  流動資産合計 6,166,486 6,473,227

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,954,124 2,524,468

   その他（純額） 1,106,990 1,019,414

   有形固定資産合計 3,061,114 3,543,883

  無形固定資産 104,348 126,043

  投資その他の資産 351,829 351,173

  固定資産合計 3,517,293 4,021,100

 資産合計 9,683,780 10,494,328

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 157,577 128,462

  電子記録債務 556,629 625,153

  買掛金 253,784 328,827

  短期借入金 1,010,000 10,000

  １年内返済予定の長期借入金 - 46,039

  未払法人税等 27,369 -

  契約負債 79,229 178,801

  賞与引当金 165,769 84,145

  受注損失引当金 56,500 218,100

  その他 230,717 297,606

  流動負債合計 2,537,577 1,917,135

 固定負債   

  長期借入金 - 1,453,961

  退職給付引当金 553,137 561,982

  その他 18,790 16,825

  固定負債合計 571,928 2,032,769

 負債合計 3,109,506 3,949,904
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,440,000 1,440,000

  資本剰余金 1,203,008 1,203,008

  利益剰余金 4,040,601 4,013,049

  自己株式 △110,374 △110,488

  株主資本合計 6,573,235 6,545,569

 評価・換算差額等   

  繰延ヘッジ損益 1,038 △1,146

  評価・換算差額等合計 1,038 △1,146

 純資産合計 6,574,274 6,544,423

負債純資産合計 9,683,780 10,494,328
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 3,384,162 3,744,341

売上原価 2,322,817 2,969,806

売上総利益 1,061,344 774,534

販売費及び一般管理費 761,679 818,275

営業利益又は営業損失（△） 299,665 △43,741

営業外収益   

 受取利息 2,116 2,497

 損害賠償収入 1,864 14,259

 保険解約返戻金 6,433 -

 その他 5,730 7,024

 営業外収益合計 16,144 23,781

営業外費用   

 支払利息 714 2,420

 固定資産除却損 4,291 6,775

 その他 244 0

 営業外費用合計 5,250 9,196

経常利益又は経常損失（△） 310,559 △29,155

特別利益   

 補助金収入 - 102,400

 特別利益合計 - 102,400

特別損失   

 工場再編費用 20,066 19,313

 訴訟費用 - 989

 特別損失合計 20,066 20,303

税引前四半期純利益 290,492 52,941

法人税等 65,370 14,300

四半期純利益 225,122 38,641
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

(補助金収入)

当第３四半期累計期間において、当社は本社総合組立工場の新設に伴い、補助金の交付額102,400千円を補助金収

入として特別利益に計上しております。

(工場再編費用)

当第３四半期累計期間において、当社は本社総合組立工場の新設に伴い、一部工場の建替えに係る工場解体費用

19,313千円を工場再編費用として特別損失に計上しております。

 
(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形等が、

四半期会計期間末残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

受取手形 ― 4,763千円

電子記録債権 ― 18,197千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

減価償却費 155,359千円 194,532千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

 

1．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2021年４月28日
定例取締役会

普通株式 利益剰余金 66,195 40.00 2021年３月31日 2021年６月29日
 

 
2．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年12月31日)

 

1．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年４月28日
定例取締役会

普通株式 利益剰余金 66,193 40.00 2022年３月31日 2022年６月28日
 

 
2．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

当社は「圧縮機事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

当社は「圧縮機事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

四半期財務諸表規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(収益認識関係)

当社の売上高は、顧客との契約から生じる収益であり、地域別及び財又はサービスに分解した情報は、

次のとおりであります。

前第３四半期累計期間　(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

(単位：千円)

 売上高

主たる地域市場  

日本 2,946,354

東アジア 175,026

東南・南アジア 142,630

中近東 107,515

その他 12,635

計 3,384,162

主要な財又はサービス  

本体・部品販売 2,173,837

保守・メンテナンスサービス 1,197,385

その他 12,939

計 3,384,162
 

 
当第３四半期累計期間　(自　2022年４月１日　至　2022年12月31日)

(単位：千円)

 売上高

主たる地域市場  

日本 3,220,456

東アジア 216,525

東南・南アジア 197,975

中近東 60,270

その他 49,112

計 3,744,341

主要な財又はサービス  

本体・部品販売 2,490,036

保守・メンテナンスサービス 1,243,548

その他 10,756

計 3,744,341
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり四半期純利益 136円4銭 23円35銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 225,122 38,641

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 225,122 38,641

普通株式の期中平均株式数(株) 1,654,877 1,654,825
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年２月８日

株式会社加地テック

取締役会  御中

清稜監査法人
 

大阪事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 石　井　　和　也

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 井　上　　達　也

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社加地

テックの2022年４月１日から2023年3月31日までの第90期事業年度の第３四半期会計期間（2022年10月１日から2022年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社加地テックの2022年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

その他の事項

会社の2022年３月31日をもって終了した前事業年度の第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間に係る四半期財務

諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任

監査人は、当該四半期財務諸表に対して2022年２月８日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対

して2022年６月27日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以  上

 
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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